
血統表ヴィオレッタの21
24,200円　※2023年保険料 775円　　募集口数：500口【競走馬出資金総額 1,210万円】一口価格：

2021年4月13日生 │ 栗毛 │ 美浦・新開幸一廐舎 │ 奥山ファーム生産

募集馬番号　12

メス

※測尺・馬体重はHPで最新情報をご覧ください。

©Darley

Famiiy
ヴィオレッタ（13 *シンボリクリスエス）４戦。本馬は第４仔。産駒
ウメムスビ（20 牡 黒鹿 ファインニードル）2勝，カンナS-OP，○現

プリンセスカメリア（01 *サンデーサイレンス）１勝。産駒
アルフレード（牡 *シンボリクリスエス）最優秀２歳牡馬，３勝，朝日杯フューチュリティＳ-G1，きんもく

せい特別，ＮＨＫマイルＣ-G1 ２着，東京新聞杯-G3 ２着，新潟大賞典-G3 ３着，七夕賞-G3 ５着
フィリアプーラ（牝 *ハービンジャー）２勝，フェアリーＳ-G3，ターコイズＳ-G3 ４着，福島牝馬Ｓ-G3 
４着，紫苑Ｓ-G3 ５着

リゴレット（牝 *ドレフォン）１勝，○現

ラトラヴィアータ（94 サクラユタカオー）５勝，セプテンバーＳ，苗場特別，摩耶Ｓ-OP ３着。産駒
リビアーモ：６勝，オーロＣ-L，秋風Ｓ，若潮賞，鷹巣山特別，古町特別，府中牝馬Ｓ-G3 ４着，京

都牝馬Ｓ-G3 ５着。産駒
パルティアーモ：４勝，早春Ｓ，弥彦特別，糸魚川特別，メトロポリタンＳ-L ２着，新潟牝馬Ｓ

-OP ３着
マグナレガーロ：４勝，舞鶴Ｓ，アルデバランＳ-OP ２着，みやこＳ-G3 ５着，南関東（公）４勝

アルフォンシーヌ：１勝，フラワーＣ-JPN3 ３着。産駒
ミッキータイガー：２勝，栄特別

バロンドゥフォール：５勝，阿武隈Ｓ，秋川特別，幕張特別，丹頂Ｓ-OP ３着，新潟大賞典-G3 ５着

サクラハゴロモ（84 *ノーザンテースト）２勝。産駒
サクラバクシンオー：最優秀短距離馬，11勝，スプリンターズＳ-JPN1（２回），スワンＳ-JPN2，ダー
ビー卿チャレンジＴ-JPN3，クリスタルＣ-JPN3，キャピタルＳ-OP（２回），オータムスプリントＳ
-OP，菖蒲Ｓ-OP，桜草特別，マイルチャンピオンシップ-JPN1 ２着。種牡馬

スプリングコート：４勝，ジャニュアリーＳ，北大路特別，奥尻特別，中山牝馬Ｓ-JPN3 ３着，大阪杯
-JPN2 ５着。ミッキードリーム（朝日チャレンジＣ-G3），オリオンザジャパン（七夕賞-G3３着）の
祖母

ロココスタイル：不出走。ロッカフラベイビー（スイートピーＳ-L３着）の祖母

母

祖母

曽祖母

四代母

種 牡 馬

ブルードメアサイアー

愛国で生産され英国でデビュー。デビュー戦を勝利
で飾り、6戦目の仏GⅠを5馬身差で優勝。仏2歳チャ
ンピオンとなった。3歳時はジャンプラ賞でGⅠを制覇。
4、5歳時はドバイワールドカップを連覇し歴史に名を
刻んだ。通算GⅠ4勝を挙げ、引退後は日本で種牡馬
入り。2歳から5歳になるまで毎年GⅠを勝つ安定感、
芝ダート両方のGⅠを勝っている点が高く評価され、
初年度、2年目ともに150頭以上の繫殖牝馬を集めた。
初年度産駒のデビューが楽しみに待たれる種牡馬の
1頭。

サンダースノー
●2014年生　鹿毛　愛国産
●競走成績　24戦8勝
　ドバイワールドＣ（GⅠ）2回、ジャンプラ賞（GⅠ）、
クリテリヨムアンテルナシヨナル（GⅠ）、UAEダービ
ー（GⅡ）

●種牡馬成績　2020年から供用中
●主な産駒　2023年に初年度産駒がデビュー

シンボリクリスエス
●1999年生　黒鹿毛　米国産
●競走成績　天皇賞・秋（ＧⅠ）２回、有馬記念（ＧⅠ）
２回、青葉賞（ＧⅡ）、神戸新聞杯（ＧⅡ）

●主な産駒／母の父として：レイデオロ（日本ダービー、
天皇賞・秋）、オジュウチョウサン（中山グランドＪ、
中山大障害）、ミスパンテール（阪神牝馬Ｓ、京都
牝馬Ｓ）、オーソリティ（青葉賞）／父として：ルヴ
ァンスレーヴ（チャンピオンズＣ、南部杯）、エピフ
ァネイア（ジャパンカップ、菊花賞）、ストロングリタ
ーン（安田記念）、サクセスブロッケン（フェブラリ
ーＳ）

水 上 学 の 血 統 解 説

　父サンダースノーは、23年の新種牡馬の中で、
目玉的存在となる1頭だ。ドバイワールドＣ史上
初の連覇を達成した名馬である。デインヒルの
系統は、日本はもちろん豪州、欧州、ドバイ、
北米とまさにボーダーレスな繁栄を遂げているが、
サンダースノー自身も世界を股にかけて活躍した。
つまりそれだけ対応力に富み、自在性に長けて
いるわけだ。
　そして一族にアンバーシャダイやサクラバクシ
ンオーがいる牝系で、本馬の伯父にはアルフレ
ード、またデインヒル系との配合ではハービンジ
ャー産駒のフィリアプーラが叔母におり、すでに
成功例が認められた血統組成である。
　伯父叔母が共に2歳重賞の勝ち馬で、仕上が
りはとても早い。芝1400ｍから1800ｍあたり
で軽快なスピードを見せつけることになるだろう。

種牡馬となってからは、馬体にも貫禄が出てきた父サンダースノーですが、現役時
代は馬体をそれほど大きく見せることなく、全体的にスラリとした姿で走っていた印
象です。だからこそ、芝・ダートを問わず、２歳から５歳まで、国際級の大舞台で
活躍し続けることができたのだと思います。付くべきところには筋肉が付きながら、
実に無駄のないシンプルな構造の馬体でした。産駒にもその良さは伝わっているよ
うです。とはいえ、ヴィオレッタの21に関しては、胴部がやや詰まり、マイルから短
距離戦を中心に走ってきそうな馬体を誇っています。母系に流れるサクラバクシン
オーと同血の曾祖母ラトラヴィアータの影響でしょうか。パッと見て、非常に見栄
えがするのは、母系の特徴が上手く引き出されているからです。筋肉量は十分にあ
りますので、あとは馬体全体のサイズが課題ですね。ダート戦はもちろんのこと、
芝のレースで走る上でも、パワー負けすることなく持ち味のスピードを生かすには、
曾祖母同様に460kg以上の馬体重まで、使われながらも成長してくれることを望
みます。

小柄な母の仔らしくコンパクトながらも、バランスの良いシルエット、ボリュームの
ある筋肉が覆う馬体は、とても遅生まれの牝馬とは思えません。まだ腰高で成長の
余地が多分にあり、キ甲が抜け馬体が完成された頃には、より一層パワフルな馬体
に成長していることでしょう。半兄ウメムスビはスピードを活かして2歳OPを快勝し
ましたが、本馬も2歳時から短距離～マイルを主戦場に活躍してくれるのではないで
しょうか。もしかすると2歳女王を決める舞台にこの仔の姿があるかもしれません。
また、父の様に世界を股にかける活躍を期待しています。

POINT

治 郎 丸 敬 之 の 馬 体 診 断

血統表
Danzig

Razyana

Lomond

Gladiolus

In The Wings

Glorious Song

Mill Reef

Anna Paola

Mr.Prospector

Miesque

Alleged

Mysteries

Northern Dancer

Special

Affirmed

Morning Has Broken

Hail to Reason

Bramalea

Princequillo

Bridgework

Seattle Slew

Queen Louie

Tri Jet

Hail Proudly

Hail to Reason

Cosmah

Understanding

Mountain Flower

テスコボーイ

アンジェリカ

ノーザンテースト

クリアアンバー

Hail to Reason：M5×M5

デインヒル

Patrona

Singspiel

Anna Matrushka

Kingmambo

Mysterial

Nureyev

Morning Devotion

Roberto

Sharp Queen

Gold Meridian

Tri Argo

Halo

Wishing Well

サクラユタカオー

サクラハゴロモ

Exceed And Excel

Accessories

Dubai Destination

Red Slippers

Kris S.

Tee Kay

サンデーサイレンス

ラトラヴィアータ

Helmet
栗毛　2008

Eastern Joy
鹿毛　2006

シンボリクリスエス
黒鹿毛　1999

プリンセスカメリア
栗毛　2001

サンダースノー
鹿毛　2014

ヴィオレッタ
青毛　2013


